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地域報告 

放課後児童クラブ版コロナ陽性者発生時の緊急対応策 

由布市挾間町くすのき放課後児童クラブ  園田暁子 

 

１， 陽性者児童の保護者、ご家庭より連絡をもらう 

クラブ利用者全員に、検査を受けた場合や、濃厚接触者の時、検査結果はクラブと学校に必

ず連絡することを、事前に知らせておく 

 

 

２， 各自治体の保健所に、陽性者本人とは別に、クラブから連絡をしていく 

（保健所の電話・ファクス番号を確認しておく） 

＊保健所や各機関は、「児童クラブとは？」の方もいるので、学校より密な環境、マスクをし

ない子、仕切りのないおやつの食べ方、特に他学年で過ごしている危険性などを、明確に

伝える。これにより、検査対象枠が広がるため、早急な感染防止策になるかもしれない。 

＊支援者は、濃厚接触者の定義に触れない場合がある。「マスクを外していましたか？」と

聞かれる。だが、子どもとの密着度が高いこと、子どもがマスクを外していることを伝え、

早急に検査対象に組み込んでもらうのが望ましい。検査が遅れると、自身のご家族も、会

社や学校に行けない場合がある。不明確なままだと、感染を広げてしまう恐れがある。 

 

 

３． 子育て支援課担当へ連絡。今後の対応を話し合う 

（勤務時間外も考えられるため、事前に担当者の携帯等を控えておく） 

 

 

４． 検査対象者の名簿を準備する 

＊全員が検査対象の場合は、クラブ名簿を保健所と支援課へフアックスで提出する。 

＊検査が混み合っている場合、緊急な児童と支援者の検査ならば、早急に対応可能なケー

ス有り。その場合、検査対象者の氏名・年齢・性別を記入したものをフアックスで提出。 

 

緊急な児童をどうやって決めたのか？保護者の質問で、陽性者の特定をされない配慮が

必要である。答え方として、「保健所との要項があります」が望ましいが、マスク未着

用、おやつの食べ方、遊び方等、説明の仕方を考えておく。 
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５． 検査当日 

＊必ず保護者同伴とする（同伴者は、密を避けるため１名とする） 

＊車の中で待機し、順番に受付。 

＊唾液を線まで入れる検査をする。 

＊検査結果は、どこから連絡があるのかを確認する。 

各団体、状況により、連絡対応が異なるため注意！ 

○例：学校の場合     陽性者には保健所から直接連絡。 

陰性の場合連絡はし、または学校より陰性の連絡。 

 

   ○例：児童クラブの場合  陽性・陰性者全ての方に、保健所から直接連絡。 

        （この場合、個人連絡先を知らない保健所は、どう入手するのかを確認する） 

 

○スムーズな対応にするには、事前に支援員連絡先名簿を作成しておく。 

項目（氏名・年齢・性別・連絡先） 

 

６.   クラブ全体の念入り除菌を行う 

      ＊各箇所全ての除菌を行う。 

 

☆今回の対応から見えた気づきと、改善点 

・保健所、学校、各機関、懸命に動いてくれているが、連携がうまく取れていない。自らの

発信が重要。それにより、相手先の気づきにも繋がってくれる場合がある。 

  

・陽性家庭は、外出禁止なため、買い物などに困りがある。また責任を感じている保護者の心

の疲労はかなり重い。定期的に電話をする、買い物支援をする（玄関先に置いて TEL）等、

できることで支えていく。 

 

・連絡を待つのではなく、クラブからの正しい情報、まとを得た発信が必要である！  

現実問題、関係機関はパニックになっているため、冷たいと感じる対応もあるかもしれな

いが、みんな必死、仕方がないと割り切る。 

クラブからも、簡潔、明確な対応で、すべきことを行う。今回だけでなく、悪気はなく 

児童クラブへの通達が漏れていくことは多くある。噂ではない、正しい情報共有をして 

クラブから発信する大切さを改めて痛感した。 

各団体が連携し、皆で助け合い、この困難を乗り越えて、また活気ある元気な児童クラブ

活動が行えることを祈ります。 


